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新株新株新株新株式式式式発行発行発行発行等等等等にににに関関関関するするするする資金使途資金使途資金使途資金使途変更変更変更変更ののののおおおお知知知知らせらせらせらせ    

 

 

 当社は、平成 26 年９月２日付「新株式発行及び株式の売出しに関するお知らせ」、平成 26 年９月 10 日

付「発行価格及び売出価格等の決定に関するお知らせ」及び平成 26 年 10 月 10 日付「第三者割当増資にお

ける発行新株式数の確定に関するお知らせ」において開示いたしました「今回の調達資金の使途」（以下、

「資金使途」といいます。）について、下記のとおり変更することといたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

 

記 

 

１．変更の理由 

  当社は、手取概算額合計のうち、1,080,000,000 円を平成 28 年 12 月までに、当社連結子会社である株

式会社 UNIGEN 岐阜工場（以下、「岐阜工場」といいます。）の生産能力増強のための設備投資資金に充

当する予定でありましたが、本日付公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおり、UMN-

0502（組換えインフルエンザ HA ワクチン（多価））の製造販売承認時期が当社の想定より遅れる見込み

となり、2015 年－2016 年シーズンにおける出荷を見送る判断に至りました。結果、岐阜工場の維持費用

が当面発生することから、880,000,000 円を当該維持費用に振り替えることといたします。なお、設備投

資計画につきましては、生産能力増強を通じて国内市場及び海外市場向け UMN-0502 原薬をはじめとする

バイオ医薬品原薬の供給機会を拡大していく方針に変更はなく、今後の岐阜工場増設投資資金につきまし

ては、借入金並びに自己資金にて充当していく計画であります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．変更の内容 

  資金使途の変更内容は以下のとおりであります。（変更箇所は   で示しております。） 

  

【変更前】 

会社名 使途 具体的な内容 支出予定金額 支出予定時期 

株式会社

UNIGEN 

設備投資

資金 

岐阜工場の生産能力増強を目的とする設備

投資資金 
1,080,000,000円 平成28年12月まで 

借入金の

返済資金 

金融機関からの長期借入金（岐阜工場建設

代金及び岐阜工場立上げ等に係る運転資金

を用途としたシンジケートローン）及び短

期借入金（岐阜工場立上げ等に係る運転資

金を用途とした借入金）の返済資金 

2,331,423,000円 平成28年12月まで 

合計 3,411,423,000円  

 

 

 【変更後】 

会社名 使途 具体的な内容 支出予定金額 支出予定時期 

株式会社

UNIGEN 

設備投資

資金 

岐阜工場の生産能力増強を目的とする設備

投資資金 
200,000,000円 平成28年12月まで 

運転資金 岐阜工場における運転資金 880,000,000円 平成28年３月まで 

借入金の

返済資金 

金融機関からの長期借入金（岐阜工場建設

代金及び岐阜工場立上げ等に係る運転資金

を用途としたシンジケートローン）及び短

期借入金（岐阜工場立上げ等に係る運転資

金を用途とした借入金）の返済資金 

1,550,000,000円 平成27年５月(注) 

金融機関からの長期借入金（岐阜工場建設

代金及び岐阜工場立上げ等に係る運転資金

を用途としたシンジケートローン）の返済

資金 

 781,423,000円 平成28年12月まで 

合計 3,411,423,000円  

(注) 確定した時期を記載しております。 

 

３．今後の見通し 

  本件変更に伴う、当社業績への影響は軽微であります。なお、UMN-0502 の 2015 年-2016 年シーズン出

荷見送りに係る業績への影響につきましては、本日付公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

 

以上 


